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1．はじめに

　福井市自然史博物館（以下，当館）では，1952年の
開館当初から屋上の天文台で，市民向けの天体観望会
を継続して開催している．天体観望会の開催には夜空
が暗く，星がよく見える環境が理想であるが，周辺市
街地の照明から夜空へ漏れ出る光の影響で夜空が明る
くなり，星を見えにくくしている（加藤，2015）．
　さらに，当館から直線距離で約1.5kmに位置する福
井駅では北陸新幹線の金沢-敦賀間の開業が2022年に
予定され，今後，駅周辺の整備が進むことで，照明環
境が大きく変わり，星の見え方への影響が危惧される．
　当館では2017年から市民参加型の星の見え方調査

（加藤，2017）を実施し，調査時の天候によって結果
のばらつきがあるため多くのデータが必要であること
やこの調査は星空に親しんでもらえる機会の提供にも
つながることが分かっていた．本稿では，変わりつつ
ある福井の星空の現状を知るとともに，市民に星空を
じっくり観察してもらい，星空に親しんでもらう機会
の提供を目的に，昨年に引き続き調査の継続性を重視
して，2018年市民参加型の星の見え方調査を実施した
のでその結果について報告する．

2．調査方法

　本調査は，Globe at Night program（市民参加型
の国際的な夜空の明るさ調査プログラム（Globe at 
Night， 2017））で用いられている星図と実際の星の見
え方を比較する方法を参考に計画した．異なる点は，
Globe at Night programで使用する星図が8つである
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のに対し，本調査では，簡易化を図るため5つの星図
とした点である．さらに，調査参加者に星空を観察し
た感想，星空を見上げる頻度等についてのアンケート
を一般市民を対象に実施した．
　調査期間は，月明りの影響を避けるため，月が昇っ
ていない2018年8月7日から2018年8月16日までの10日
間，時間帯は20時30分から21時30分までとした．星の
見え方の調査領域は，調査の期間，時間帯に観察しや
すくなる「はくちょう座」付近とし，アストロアーツ
社のステラナビゲータ10を使用して，夏の大三角から
はくちょう座を探すための星図（図1）と実際の星空
と比較のための5つの星図（図2～6）を作成し，これ
らの星図を掲載した調査シートを調査参加者に配布し
た．観察場所は指定せず，任意の場所とし，調査参加
者からは，実際の星空と星図を比較して，一番近い星
図の番号と観察場所を記入した調査シートの提出を依
頼した．
　報告データは，観察場所ごとに，グーグル社の提供
する地図サービス（グーグルマップのマイマップ機能）
を使用して，地図上にプロットし，星の見え方の地図
を作成した．同じ観察場所で，複数の観察記録がある
場合には，星図の番号の中央値を採用した．

・参加者の募集方法
1　広報ふくい2018年7月25日号（福井市，2018）
2　説明会の開催（1回）2018年8月5日
3　当館Webページ（福井市自然史博物館，2018）

2018年7月5日から掲載
4　当館で開催する天文行事（1回）土星をみよう7

月14日
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・アンケート内容
1．いつもは星を見るために，どれぐらい星空を見

上げますか？選択肢：①毎日　②週2-3回
③月1回　④年2-3回　⑤見上げない

2．天の川を見たことがありますか？
選択肢：①ある（場所：     ） ②ない

3．観察をする前と後で,星空への興味は深まりまし
たか？
①深まった ②変わらない

4．観察をした感想や星空について不思議に思うこ
となどを記入してください．

3．結果および考察

　報　告　数：8報告（福井市5，越前市1，大野市1，
永平寺町1）

　参加者数：8名
　星の見え方の分布調査結果を図7に示す.
　アンケート集計結果は図8，図9，図10と表に示す。

図1：はくちょう座を探すための星図．
調査対象の領域を二重線で囲っている．

図2：1.5等星以上の恒星を表示した星図．

図3：2.5等星以上の恒星を表示した星図．

図4：3.5等星以上の恒星を表示した星図．

図5：4.5等星以上の恒星を表示した星図．

図6：5.5等星以上の恒星まで表示した星図．
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3-1　星の見え方の分布
　図7から，市街地から離れるほど，星が見やすくな
ることがわかる．これは，市街地から離れるほど，照
明が少なくなり，夜空へ逃げる光が少なくなったから
であろう．
　また，福井駅からの距離と等級中央値を調べてみた．
越前市の中央値が2になっていたが，観察場所の近く
の街灯の影響を受けたと考えられる．図7からわかる
ように福井駅から離れるほど等級中央値が大きくなり
暗い星まで見ることができることがわかった．
　ただし，本調査結果は，観察日が同日ではないデー
タが含まれる．したがって，調査期間の天候によっ
て，調査結果に大きなばらつきが生じることが考えら
れる．今後は，より継続した調査に加え，報告数を増
やす必要があるだろう．

3-2　アンケート調査
アンケート項目1，2
　アンケートに答えていただいた方は星空に興味・
関心を持っておられるが多く天の川も見ておられ
る．
アンケート項目3
　すべての方が調査に参加することで，星空への興
味が深まったと回答しており，星空を見上げること
が，興味の喚起に繋がることを示している．
　天文分野の教育普及を促進するためには，本調査
や天体観望会のように，実際に星空を観察する機会
を提供していくことが大切であるといえるだろう．
アンケート項目4
　星の見え方は場所や観察日により違うことや，観
察には目の瞳孔の順応が影響することに気づかれて
いた．調査に参加することで，これまで知らなかっ
た星の見え方の違いを知る機会となったことや星空
への興味が深まったことを伺うことができる．

謝　辞
　本稿をまとめるにあたり，本稿をお読みいただき有
益なご助言をいただいた福井市自然史博物館の梅村信
哉氏，本調査の実施にあたり，ご協力くださいました
調査参加者の皆様，参加者の募集に際して当館Web
ページ作成にご協力くださった福井市自然史博物館の
有馬達也氏に心より感謝申し上げます．

4．観察をした感想や星空について不思議に思うことなどを
　 記入してください．

　
・場所によって星の数がちがうのが不思議だった.

・暗い場所に目が慣れていくとどんどん見られる星の数
が増えていき面白かったです.

・福井市内でももっときれいに見える所はあるのかなと
思いました.

・ほんの少し場所を変えた(違うところに出かけた)だけで
星座がわからなくなるほど星が美しく見える時がある.

・晴れているときでも星の見え方が日によって違うこと
が面白かったです.

・星は全くわからなくて、まず夏の大三角を探すことか
ら始めました。毎日見ているうちに星の数がだんだん
増えてきました。今日は子供のころに見たと同じ数の
たくさんの星を見ました。8月20日

図8：アンケート1の結果

②週2-3回
62％

③月1回
38％

①毎日
0％

⑤見上げない
0％

④年2-3回
0％

1．いつもは星を見るために,どれぐらい星を見上げますか？

図9：アンケート2の結果

①ある
87％

②ない
13％

天の川を見た場所：六呂師高原，常神半島，大野市，勝山市

2．天の川を見たことこがありますか？

図10：アンケート3の結果

①深まった
100％

②深まらない
0％

3．観察をする前と後で，星空への興味は深まりましたか？

表1：アンケート4の回答結果（自由記述）
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東尋坊と雄島に残る“エッセル堤”に使用された石材採掘跡
吉澤　康暢*

Stone mining trace used for "Escher Bank" remaining in Tojinbo and Oshima,
Mikuni-cho, Fukui Prefecture, Central Japan

Yasunobu YOSHIZAWA*

（要旨）　東尋坊を訪れるたびに不思議に思っていたのは，通称“千丈敷”と呼ばれる海面とほぼ同レベ
ルのかなり広い平坦面の存在であった．巨大な柱状節理が林立する東尋坊とは異なり，不釣り合いな
平坦面である．また，この岩盤上には無数のダイナマイトの発破孔が存在していることから，明治初
期に建設された通称“エッセル堤（三国港突堤）”との関連を推測していたが証拠は見つけられなかった．
　この度，平成30年12月に放送されたNHKブラタモリ（東尋坊・恐竜編）の出演がきっかけで，みく
に龍翔館を訪れた際，明治11年～15年のエッセル堤工事の記録文書をはじめ，東尋坊・雄島で撮影さ
れた採掘記録写真を見せていただいた．この記録写真をもとに，東尋坊・雄島周辺を調査した結果，
当時写真を撮影した採掘場所を特定することができた．また，東尋坊の千丈敷や南東海岸の“七ツ岩”
一帯では，柱状節理を採掘した跡に残る海面レベルに近い広い平坦面を多数発見した．さらに，ダイ
ナマイトを使用する際の無数の発破孔の痕跡も見つけることができた．エッセル堤の石材の蛍光X線
化学組成分析を行ったが，千丈敷や七ツ岩の石材と同じ成分を示した．エッセル堤建設から約140年
が経過しているが，今なお東尋坊・雄島には当時の採掘跡が明瞭に残っている．

キーワード：エッセル堤，三国港突堤，東尋坊，柱状節理，ダイナマイト

1．はじめに

　古くから北前船による交易と九頭竜川の舟運で栄え
た三国湊は，九頭竜川が日本海に注ぐ河口にあたり，
上流から運搬されてくる大量の土砂と，海から吹き寄
せる砂とで河口が塞がれ，船の出入りが困難になって
いた．そのため，内水では毎年氾濫も起こっていた．
この対策として江戸時代には，三国の対岸新保浦に水
をはねる枠（灌頂寺枠）を作って三国側の水深を維持
してきた．明治の初めに枠が取り壊され，変わって防
波堤を作ることになった．明治新政府は，日本の治水
対策のため，オランダから土木技術者を招聘した．オ
ランダ内務省土木局上級技術官吏で水工学の専門家で
もあるG.A.エッセルと施工の専門家デ・レイケは1873
年大阪に着任した．エッセルが手がけた三国港突堤は，
通称“エッセル堤”と呼ばれ，明治政府の国家事業とし
て，宮城県野蒜港や熊本県三角西港と並ぶ“明治三大
築港”の一つとされた（みくに龍翔館，2004）．
　エッセル堤は，河口の右岸に防波堤と導流堤を兼ね
た延長511mの突堤（写真5，10）と左岸にT字型水制
を河口からかなり上流まで設け，低水路幅を河口へ向
い徐々に狭め，洪水の流速を速め，洪水の掃流力で土

*福井市自然史博物館　〒918−8006　福井県福井市足羽上町147
*Fukui City Museum of Natural History, 147 Asuwakami-cho, Fukui-shi, Fukui, 918−8006, Japan

砂を海の深い所へ流す設計であった．突堤は柔らかい
土砂の上に重い岩石を載せるので，不等沈下する．そ
の不等沈下に対処するため，格子状に組んだ沈床を2
～5層に積んで基礎とした．上に載せる岩石は東尋坊
一帯や雄島から採取し，船で運んだ（みくに龍翔館，
2004）．
　エッセル堤は，明治初期の河川技術で建設し，今日
まで当初の機能を十分に果たし続けている公共施設と
しては，日本で唯一のものである．土木技術史上価値
が高いという理由で，2003年，三国港（坂井港）突堤
は国の重要文化財に指定された．1970年，突堤に新堤
が延長411m追加され，エッセル堤と合わせて現在の
総延長は922mである（写真5）．

2．東尋坊・雄島・エッセル堤の石材の特徴

　東尋坊は新生代新第三紀中新世に形成された火山岩
で，その形成年代は12.7Ma（東野ほか，1987）である．
この火山岩は，デイサイト質マグマが付近に分布する
米ケ脇層に貫入し，地層中でゆっくり冷え固まった餅
盤状の貫入岩体（吉澤，2005）で，内部には巨大な柱
状節理が形成されている．波浪による侵食が内部にま


